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クールパネルには、軽量化・水循環・植生の多様化を目的として、３つの部位が組み込まれています。 
1枚でも多様な生育環境を生み出し、複数のパレットを連結して大きな水辺を作ることも可能です。 

■クールパレットシステムの構造 

②あぜ部にマットを敷く。湿地部に
生育土壌を撒く。水をはる。 

 

③植栽する ①貯水パネルを接着固定する。 

■施工の流れ 

■環境効果測定     

あぜ部よりやや低い
エリア。パネルを連結
すると、ポンプによる
パネル間の水循環が
可能となります。 

②流水部 
パネル内で最も高いエリア。 
マット状の植物や、砂利のマット
を設置します。 

① あ ぜ

パネル内でもっとも低く広いエリア。
水を貯めて、水辺植栽を可能にしま
す。水深約10cm。 

③湿地部 
アゼスゲ、ミソハギ、ハンゲショウ、イグサ、
ハナショウブ、セキショウ など 

 推奨植物 

・芝生マット 
・砂利マット 

 あぜのバリエーション 

▼砂利マットの施工例 

 省水設計の 
水循環システム 

水を循環させ、排水 
される水を低減。効率
的な水利用を実現し
ました。 

クールパレットシステムの蒸発散量は 
芝生の1.44倍、ｾﾀﾞﾑの1.55倍 

→高いヒートアイランド対策効果 

効果①■蒸発散量の比較 （2008年8月19日）     
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観察された生き物の例 

鳥類：カワラヒワ、ハシボソカラス、ハクセキレイ、スズメ 
昆虫類：クロアゲハ、 
キアゲハ(幼虫)、 
イチモンジセセリ、 
アキアカネ（ヤゴ）、 
シオカラトンボ、 
ギンヤンマ（ヤゴ）、 
ハイイロゲンゴロウ、 
キイロテントウ 他 

効果②■モニタリング調査結果    

目視観察によるモニタリング調査では、 

鳥類が 4種、昆虫が 12種観察されました。 

（観察期間：2008 年 6月～10 月） 

★東京都市大学・田中章研究室との協同研究



東邦レオは、緑化資材やエコ建材の開発・販売・施工を通じて、都市の環境改善に
貢献しながら、心豊かで安心感のある空間づくりを目指している社歴約４０年の環境
ビジネス実践企業です。

社員２００名規模（売上約６４億）の中堅企業ですが、屋上・壁面緑化、樹木の健康診
断、外断熱、耐火被覆に関するノウハウ・実績を豊富に有しており、特に屋上緑化、
壁面緑化に関しては、業界大手企業として、社内に在籍している１６名の樹木医が積
極的に技術開発を行っています。

東邦レオとは 広報窓口 ０３－５９０７－５５０２ 担当 熊原（くまはら）

http://www.mlit.go.jp/report/press/city10_hh_000005.html

＜参考資料＞＜参考資料＞ 屋上緑化市場の変遷について屋上緑化市場の変遷について

市場の伸び率

（国土交通省（国土交通省 報道発表資料報道発表資料 平成２０年４月２５日平成２０年４月２５日））
屋上・壁面緑化空間は新たにどの程度創出されたのか －全国屋上・壁面緑化施工面積調査について－

屋上緑化 主な植栽と施工面積
（平成１２－１９年合計）

この７年間で市場は１４倍に広がっています

ポイント：市場の約半分を芝生・セダムの緑化が占めています！ポイント：市場の約半分を芝生・セダムの緑化が占めています！

広がる屋上緑化 相次いで屋上緑化の義務化がスタート！
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（２００１年４月（２００１年４月 東京都）東京都）
屋上緑化の義務化を開始

（２００２年１０月（２００２年１０月 兵庫都）兵庫都）
屋上緑化の義務化を開始

（２００６年４月（２００６年４月 大阪府）大阪府）
屋上緑化の義務化を開始

（２００７年４月（２００７年４月 京都府）京都府）
屋上緑化の義務化を開始

（２００８年１０月（２００８年１０月 名古屋市）名古屋市）
緑化義務を開始：屋上・壁面緑化による面積確保も可能

（２００８年５月（２００８年５月 生物多様性基本法が成立）生物多様性基本法が成立）

（２００４年３月（２００４年３月 工場立地法の改正）工場立地法の改正）
緑化義務の一定面積を屋上緑化で代替が可能に

＜気になる出来事＞＜気になる出来事＞

２０１０年に生物多様性条約第１０回締約国会議
（ＣＯＰ１０）が名古屋で開催決定。今後「生物多
様性」のキーワードが関心を高めることが予想さ
れます。

（２００８年１２月（２００８年１２月 環境省：温室効果ガスの排出抑制等指針の公布）環境省：温室効果ガスの排出抑制等指針の公布）

「温室効果ガスの排出の抑制等に資する設備の選択」として建物分野
では、ルーバー・ひさしの設置、断熱の強化、自然採光を活用した設備
の導入のほか、屋上緑化・壁面緑化の導入が記載されています。

http://www.env.go.jp/press/press.php?serial=10543


